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連絡先
株式会社デンソー
TEL:0566-25-5511

契約件名
（大項目）固体酸化物形燃料電池等実用化推進技術開発
（中項目）固体酸化物形燃料電池を用いた業務用システムの実用化技術実証
（小項目）燃料リサイクル機構を用いた高効率固体酸化物形燃料電池実用化技術開発

2019年7月19日

株式会社 デンソー
東邦ガス 株式会社



事業概要
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1. 期間
開始 ：平成30年8月
終了 ：令和 2年 2月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

燃料リサイクル機構を用いた高効率業務用SOFCシステムの
実証試験を実施し、その導入効果の検証、実用化課題の抽
出

【NEDO事業実施目標】
発電性能 AC出力 4.5kW級

AC効率 60％以上 （DC67％以上） 発電ユニット(アッセンブリー)

燃料リサイクルの原理検証機の製作および評価を通じ、以下を実施した。

FC
モジュール

・AC効率60.7％相当(DC67.4%)を確認し、エジェクタを用いたリサイクル機構の成立性を検証した。
・FCモジュールの部分負荷性能/製造課題の抽出を行い、次期設計/試作へフィードバックを実施
した。
※発電ユニットでの実用化課題の抽出に向け、試作/評価準備中。
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１．事業の背景/目的

・SDGs（2015年～） ・ （2014年～）

地球環境問題への対応

・COP21（2015年～ ）

再生可能エネルギー100%を
目指す企業経営

世界全体で164社が加盟
※2019年2月16日時点

世界

2018年7月閣議決定

「主な施策」

・再生可能エネルギー
・原子力
・省エネ
・水素/蓄電/分散型エネルギー推進

・第5次エネルギー基本戦略

日本

・ NEDO燃料電池・水素技術開発ロードマップ

目標：効率55％以上

平成29 年12月

※公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）

※全国地球温暖化防止活動推進センター
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２．開発目標/実施内容

項 目 製品目標仕様

発電出力 4.5kW

発電効率 60％以上(LHV)

電源出力 単相三線式 100/200V

ユニット体格 H1800×W1600×D700mm

ガス種 都市ガス/LPG

耐久信頼性 10年(9万時間)

商品コンセプト

 モノジェネ （発電専用、給湯タンクレス、水道工事不要）

 高発電効率（モノジェネ用途での省エネ/CO2削減）

＜燃料リサイクル＆各コンポーネント間の熱マネ技術＞

都市ガス

改質器

燃
焼
器

燃料リサイクル

空気
予熱器

空気

エジェクタ
CS

排気ガス

＜目標仕様＞



研究開発計画

年度
研究
開発項目

①基本設計仕様構築

②実用化課題抽出

2018（H30） 2019（H31/R1） 2020（R2）

設計/試作

実証事業期間

設計FB

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 28 9 310 11 12 1 2 3

原理検証機

評価

設計/試作 評価 基礎耐久課題抽出
1次試作モジュール

評価 基礎耐久課題抽出

改良設計/試作 AC負荷評価

設計/試作

連続/断続運転耐久課題抽出

エジェクタ搭載モジュールの
成立性検証
・発電性能(出力/効率)
・リサイクル基本特性
・モジュール耐久性

発電ユニット
DC実証機

設計FB

搭載

改良設計/試作
2次試作モジュール

搭載

連続/断続運転耐久課題抽出

DC負荷評価

発電ユニット
AC実証機

モノジェネ発電ユニットでの
実用化課題の抽出
・リサイクル過渡特性
・システム耐久性(連続/断続)
・導入効果の検証
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３．研究スケジュール
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４．研究成果

項 目 開発目標 評価結果

定格発電出力 AC 4500W以上
DC 5020W
※AC 4520W相当

定格発電効率 AC 60％以上
DC67.4%
※AC60.7%相当

CS温度分布
max温度
-min温度

30℃以下 15℃

燃料利用率 87％以上 87％

■初期性能評価結果

BOP
(補機類)

FCFC
モジュールモジュール

※ DC評価(インバータ未設置)

発電ユニット



■部分負荷運転評価結果
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４．研究成果

※負荷率100％における発電効率を1.0とする

出力負荷に対する発電効率

低負荷で効率低下の傾向あり（現状：定格性能を重視した温調設計）
※低負荷にも重点を置いた熱マネジメント設計が必要
同時に円筒多層モジュールの簡素化などの製造課題抽出

※

部分負荷効率
暫定目標

実測値



・ AC効率60.7％相当(DC効率67.4%)を確認し、エジェクタを用いたリサイクル機構
の成立性を実証した。
・部分負荷特性/製造面の課題を円筒多層構造の設計にフィードバックし、1次試作
モジュールの試作/評価準備中。

■成果まとめ

■今後の課題

・性能＆作りやすさ(コストダウン)を狙ったFCモジュールの開発設計

・発電ユニット(アッセンブリー)での、実用化技術課題、耐久課題の抽出
実用化課題：負荷追従最適制御の構築等
耐久課題：連続/断続/負荷変動運転を通した劣化耐久性確認等

※最終的には13万時間15年耐久
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５．まとめ/今後の技術課題


